
秦荘中学校　個性豊かな作品が勢ぞろい
　4月5日から4月30日まで、秦荘中学校美術班による
作品展が役場秦荘支所で開催されました。
　今回のテーマは「私たちの個性はみんなの可能性」
で、20名の部員たちが制作した力作が一堂に会し、会
場は色彩豊かな作品で彩られました。
　展示された作品の中には、美術コンクールで入賞し
た作品や、生徒たちが自らの感性や技術を存分に発揮
して描き上げたオリジナル作品が並びました。それぞ
れの作品には、「自分の描きたいものを貫く」「新たな表
現技法に挑戦する」「全国規模のコンクールでの入賞を
目指す」といった生徒たちの強い思いが込められてお
り、観覧者の目を引きつけました。
　来場者は、「中学生とは思えないほどの表現力と熱意
を感じました」「一つひとつの作品から生徒たちの個性
が伝わってきて感動しました」と話されていました。

地域の伝統　堅井之大宮例祭
　4 月 20 日、堅井之大宮例祭が行われました。
　明治時代から続くこの伝統行事は、五穀豊穣と氏子
の繁栄を祈る祭りです。コロナ禍以降は規模を縮小し
ていましたが、若衆の減少を受け、常安寺宮入実行委
員会が立ち上げられました。
　当日は子どもたちが「ヨーイヤセーノ！」の掛け声
とともに芸山船を引き進め、各地域の曳山が華やかに
飾られました。
　そして、神社近くの十字路で曳山が集結し、若衆た
ちの迫力ある宮入りが行われ、祭りのクライマックス
を迎えました。
　参加者や観客からは「地域の誇りを感じました」「曳
山の迫力に圧倒されました」と感想が寄せられ、例祭
は大いに賑わいました。

アスリートが語る夢と挑戦
　4月16日、わたSHIGA輝く国スポ・障スポ愛荘町実
行委員会の第3回総会をハーティーセンター秦荘で開
催しました。
　本総会では、記念講演会を設け、アーチェリー競技
の第一線で活躍するオリンピック選手の武藤 弘樹さん
と、アーチェリー競技パラリンピック選手の上山 友裕
さんをお迎えし、愛知高等学校アーチェリー部顧問の
杉本 新也さんがファシリテーターを務められました。
　選手のお二人は、それぞれの競技生活を通じて培っ
た経験や挑戦の軌跡を語り、夢の舞台で戦うための心
構えや競技の魅力を熱く伝えていただきました。
　また、オリンピックの舞台裏でのエピソードや競技
への想いなど、貴重な体験談が披露されました。
　町では、これからも選手の皆さんを温かく迎え入れら
れるよう、地域一丸となって準備を進めてまいります。

協賛をいただきました
　4月22日、紅忠コイルセンター関西株式会社から、
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ愛荘町アーチェリー競
技開催への協賛として、のぼり旗200枚、うちわ300
枚、ポケットティッシュ5,000個（総額33万円相当）
が寄贈されました。
　同社の福島取締役は「滋賀県、そして愛荘町でも国
スポ・障スポが開催されるということで、今回協賛さ
せていただきました。これからも地域に貢献していき
たいと思います」と話され、有村町長から感謝状を受
けられました。
　協賛品は、2025年に開催される国スポ・障スポの
機運醸成のために活用させていただきます。

ＮＥＷキャラクター「愛荘町フレンズ」
　4 月 4 日、愛荘町の魅力を発信する新しいキャラク
ター「愛荘町フレンズ」のお披露目式が、役場本庁舎
で行われました。
　「愛荘町フレンズ」は、愛荘町の穏やかな風情や伝
統的な文化を伝えるキャラクターで、愛荘町観光協会
の依頼により、彦根市のキャラクター「ひこにゃん」
の原作者・もへろんさんがデザインを手がけられたも
のです。
　もへろんさんは、「デザインの世界観を考えるため
に何度か愛荘町を訪れ、町で大切にされている特産品
をもとにデザインしました。皆さんに愛されるキャラ
クターになってほしいです」と話されていました。

美味しく大きく育てる！土と野菜作り
　4月19日、地域おこし協力隊と町の共催による第2弾

「これから始める土と野菜作り－実践編－」が役場本庁
舎で開催され、住民や学校教員など60人が参加しまし
た。
　第1部の講座では、島本微生物工業株式会社の黒木 要
さんが、野菜の生育に効果的な土づくりの手法や、美味
しい夏秋野菜の育て方を種類ごとに詳しく解説され、参
加者は熱心にメモを取りながら耳を傾けていました。
　続く第2部の実習では、地域おこし協力隊の葛谷 美代
子さんが「愛荘コンポストワールド」として実践してい
る堆肥作りを紹介されました。
　参加者は「生ごみの堆肥化に興味が湧きました。毎回
楽しいです」「美味しい野菜を作りたいです」といった感
想を述べ、次回の開催にも期待を寄せていました。

無限に広がるエネルギー　現代アート展
　4 月 2 日から 29 日まで、るーぶる愛知川にて現代
アート作家・西村 のんきさんの展示「X な時間」が開
催されました。
　会場には、和紙に「×」を幾重にも塗り重ねたタペ
ストリーが吊るされており、重なり合う「×」が無限
に広がるエネルギーを放つ作品として来場者の目を引
きました。
　西村さんは、芸術家団体「AT ARTS」の代表とし
ても活動されており、近江八幡市の寺で海外アーティ
ストと共にアート展を開催するなど、国際的な文化交
流にも積極的に取り組まれています。
　来場者は、作品から放たれる力強いエネルギーに圧
倒されていました。

横断歩道の安全な渡り方を学ぶ 秦荘西小学校
　4 月 18 日、秦荘西小学校にて 1 年生を対象とした
交通安全教室が行われました。
　この教室では、島川駐在所の警察官や地域の方々か
ら交通ルールの基本や安全に歩くためのポイントにつ
いて、分かりやすく教えていただきました。
　また、実際に島川神社近くの横断歩道で、児童たち
は 2 人ずつペアになり、横断歩道を渡る練習を行いま
した。横断歩道を渡る際には「左右の確認」「大きく
手を上げる」「車がしっかり停止したことを確認する」
といった基本動作を繰り返し練習していました。
　児童たちは真剣な表情で警察官や指導員の声に耳を
傾け、「車が止まったのを確認してから渡る」「手を上
げて運転手さんに知らせる」など、交通安全の大切さ
を改めて学びました。

▼生徒たちの個性あふれる作品に見入る来場者
▼芸山船を引く子どもたち

▼「×」を幾重にも塗り重ねたタペストリー ▼大きく手を挙げて横断歩道を渡る児童たち

▼武藤選手（写真左）と上山選手（写真右）
▼協賛いただいた福島取締役（写真左）

▼愛荘町フレンズともへろんさん（写真中央） ▼堆肥作りを体験する参加者
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